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倴
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

倴倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰

倴
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

保
国
道
１
５
８
号
の
異
常
気
象

時
事
前
通
行
止
区
間
で
は
、
過

去
10
年
に
災
害
等
に
よ
る
通
行

止
め
が
11
回
発
生
。
平
成
16
年

７
月
の
集
中
豪
雨
（
福
井
豪

雨
）
で
は
、
国
道
１
５
８
号
が

約
２
日
間
に
わ
た
っ
て
通
行
不

能
と
な
り
、
国
道
４
１
６
号
に

車
両
が
集
中
し
渋
滞
が
発
生
し

た
。
永
平
寺
大
野
道
路
の
整
備

に
よ
り
、
異
常
気
象
時
に
お
い

て
も
信
頼
性
の
高
い
交
通
路
の

確
保
が
期
待
さ
れ
る
。

③
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備

に
よ
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成中

部
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備

に
よ
り
、
北
陸
自
動
車
道
と
東

海
北
陸
自
動
車
道
を
結
ぶ
こ
と

で
、
北
陸
・
関
西
・
中
京
地
方

の
各
都
市
間
の
連
携
が
強
化
さ

れ
、
ま
た
、
名
神
高
速
道
路
・

北
陸
自
動
車
道
で
大
雨
や
大
雪

に
よ
る
通
行
止
め
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
代
替
路
・
迂
回
路
と

し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
。

し
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
、
信
頼
性
の
高
い
交
通
路
の

確
保
等
を
目
的
と
し
て
道
路
で

あ
る
。

【
開
通
日
時
】

平
成
27
年
３
月
１
日(

日)

15

時【
開
通
区
間
】

国
道
１
５
８
号

中
部
縦
貫
自

動
車
道

永
平
寺
大
野
道
路

（
福
井
北
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
～
松

岡
Ｉ
Ｃ
間
）
／
延
長
２
．
２
㎞

【
開
通
の
効
果
】

①
コ
ン
ビ
ニ
の
新
規
立
地
や
観

光
客
増
大
に
よ
り
地
域
経
済
に

好
影
響

開
通
に
よ
り
、
沿
線
地
域
の

コ
ン
ビ
ニ
出
店
が
２
倍
に
な

り
、
勝
山
Ｉ
Ｃ
～
大
野
Ｉ
Ｃ
の

開
通
後
に
沿
線
地
域
の
観
光
施

設
に
お
け
る
観
光
入
込
客
数
が

約
１
～
２
割
増
加
し
て
る
。
開

通
区
間
が
延
伸
す
る
こ
と
で
、

よ
り
一
層
の
経
済
の
活
性
化
、

観
光
振
興
が
図
ら
れ
る
。

②
災
害
・
異
常
気
象
時
に
お
け

る
信
頼
性
の
高
い
交
通
路
の
確

国
道
１
５
８
号

中
部
縦
貫

自
動
車
道

永
平
寺
大
野
道
路

の
福
井
北
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
～
松

岡
Ｉ
Ｃ
間
の
延
長
２
．
２
㎞

が
、
平
成
27
年
３
月
１
日
に
開

通
す
る
。

永
平
寺
大
野
道
路
は
、
中
部

縦
貫
自
動
車
道
の
一
部
を
構
成

〔
一
般
の
部
（
高
校
生
以

上
）
〕

『
子
や
孫
に

つ
な
げ
て
い
き

た
い

道
が
あ
る
』

【
主
催
】

国
土
交
通
省

〔
小
学
生
の
部
〕

『
あ
ぶ
な
い
よ

ス
マ
ホ
見
な

い
で

ど
う
ろ
見
て
』

〔
中
学
生
の
部
〕

『
が
ん
ば
れ
る

勇
気
を
く
れ

る

道
が
あ
る
』

【
表
彰
】

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
期

間
中
に
国
土
交
通
省
か
ら
賞
状

及
び
楯
を
贈
呈
。

【
参
考
／
平
成
26
年
度
推
進
標

語
・
最
優
秀
賞
】

道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、

常
に
広
く
美
し
く
安
全
に
、

共
に
楽
し
く
利
用
し

子
孫
に

受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
応
募
資
格
】

小
学
生
以
上

【
応
募
期
間
】

平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）
ま

で
（
当
日
必
着
）

【
応
募
部
門
・
賞
】

〔
小
学
生
の
部
〕

最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２

作
品

〔
中
学
生
の
部
〕

最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２

作
品

〔
一
般
の
部(

高
校
生
以
上)

〕

最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２

作
品

【
入
賞
作
品
の
発
表
・
使
用
】

入
賞
作
品
は
決
定
次
第
、
本

人
に
直
接
通
知
す
る
と
と
も

に
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
発
表
し
、
「
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
」
の
推
進
に
幅
広
く

活
用
さ
れ
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８

月
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

と
し
て
、
道
路
の
愛
護
活
動
や

道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
等

の
各
種
活
動
の
推
進
に
努
め
て

い
る
が
、
こ
の
一
環
と
し
て
、

平
成
27
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
推
進
標
語
を
広
く
一
般

か
ら
募
集
す
る
。

道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
基
本
的
な
施
設
だ
が
、

あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在
で
あ

る
た
め
、
そ
の
重
要
性
が
見
過

ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
推
進
標
語
の
募
集

を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割
や
重

要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
道
路

を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

【
テ
ー
マ
】

道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経

済
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ

な
た
の
財
産
で
す
。
み
ん
な
が

表
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

【
早
期
開
通
割
引
】

①
割
引
対
象
区
間

東
九
州
自
動
車
道

豊
前
Ｉ
Ｃ

～
宇
佐
Ｉ
Ｃ

②
実
施
期
間

平
成
27
年
３
月
１
日
（
日
）
か

ら
平
成
27
年
８
月
31
日
（
月
）

③
対
象
時
間

終
日
（
24
時
間
）

④
対
象
車
両

豊
前
Ｉ
Ｃ
・
上
毛
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
・
中
津
Ｉ
Ｃ
・
宇
佐IC

を
発

着
し
、
か
つ
新
規
開
通
区
間

（
豊
前
Ｉ
Ｃ
～
宇
佐
Ｉ
Ｃ
間
）

を
通
行
す
る
九
州
内
（
門
司
Ｉ

Ｃ
ま
で
）
の
各
Ｉ
Ｃ
相
互
間
を

利
用
す
る
全
て
の
車
両
。

⑤
割
引
額
、
割
引
適
用
後
の
料

金

ス
が
向
上
す
る
こ
と
に
よ
り
沿

線
地
域
来
訪
者
の
増
加
が
ま
す

ま
す
期
待
さ
れ
る
。

④
大
分
県
北
部
の
８
市
町
村
の

エ
リ
ア
で
展
開
さ
れ
て
い
る
、

「
豊
の
国
千
年
ロ
マ
ン
観
光

圏
」
は
、
「
神
代
」
～
「
昭

和
」
の
時
を
体
感
で
き
る
地
域

で
あ
り
、
国
宝
の
「
宇
佐
神

宮
」
、
日
本
を
代
表
す
る
温
泉

地
「
別
府
温
泉
」
な
ど
が
位
置

し
て
お
り
、
バ
ス
・
自
家
用
車

を
利
用
し
た
観
光
客
が
大
半
を

占
め
て
い
る
。
東
九
州
自
動
車

道
が
繋
が
っ
た
場
合
、
時
間
短

縮
及
び
、
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ

り
本
州
方
面
か
ら
東
九
州
地
域

に
向
け
た
観
光
客
数
の
増
加
が

ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る
。

さ
れ
、
更
に
東
九
州
域
を
中
心

に
地
域
交
流
が
活
発
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

②
東
九
州
自
動
車
道
沿
線
で

は
、
重
要
港
湾
中
津
港
周
辺
の

自
動
車
関
連
企
業
の
新
規
立
地

を
は
じ
め
、
各
エ
リ
ア
に
お
い

て
も
企
業
誘
致
計
画
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
誘
致
に
よ
り
地
域

産
業
が
発
展
し
、
雇
用
の
創
出

の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
福
岡
県
苅
田
町
で
は


東
九
州
自
動
車
道
（
北
九
州
Ｊ

Ｃ
Ｔ
～
苅
田
北
九
州
空
港
Ｉ
Ｃ

間
）
の
開
通
に
合
わ
せ
て
自
動

車
工
場
が
立
地
し
、
製
造
業
事

業
者
数
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。

③
開
通
区
間
の
沿
線
付
近
で

は
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農

水
産
物
（
豊
前
海
一
粒
か
き

等
）
の
産
地
が
点
在
し
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
浸
透
を
展
開
中
。

東
九
州
自
動
車
道
が
繋
が
っ

た
場
合
、
時
間
短
縮
や
荷
傷
み

の
低
減
等
の
効
果
が
期
待
さ

れ
、
本
州
方
面
へ
の
市
場
拡
大

に
寄
与
す
る
。
ま
た
、
ア
ク
セ

早
期
に
開
通
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
『
早
期
開
通
割

引
を
期
間
限
定
で
実
施
す
る


【
開
通
日
時
】

平
成
27
年
３
月
１
日
（
日
）

15
時

【
開
通
区
間
】

東
九
州
自
動
車
道
（
豊
前
Ｉ
Ｃ

～
宇
佐
Ｉ
Ｃ
間
）
／
延
長
21
・

１
㎞

【
開
通
の
効
果
】

①
今
回
の
開
通
に
よ
り
、
豊
前

市
～
大
分
市
間
の
高
速
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
現

在
開
通
し
て
い
る
宇
佐
別
府
道

路
・
大
分
道
を
利
用
し
た
場
合

と
比
較
し
て
約
10
分
の
時
間
短

縮
と
な
る
。

東
九
州
自
動
車
道
が
北
九
州

か
ら
大
分
ま
で
繋
が
っ
た
場

合
、
北
部
九
州
の
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
が
解
消
さ
れ
、
北
九
州

市
～
大
分
市
間
の
所
要
時
間
が

す
べ
て
一
般
道
路
を
利
用
し
た

場
合
と
比
較
し
約
95
分
間
の
短

縮
と
な
り
、
福
岡
、
北
九
州
、

大
分
都
市
圏
の
連
携
軸
が
強
化

東
九
州
自
動
車
道
の
豊
前
Ｉ

Ｃ
か
ら
宇
佐
Ｉ
Ｃ
の
延
長
21
・

１
㎞
）
が
、
平
成
27
年
３
月
１

日
（
日
曜
）
に
開
通
す
る
。
あ

わ
せ
て
、
上
毛
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

も
開
通
。

こ
の
開
通
に
あ
た
り
、
当
該

開
通
区
間
が
、
当
初
計
画
よ
り

・
体
系
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
全
国
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
順
次
整
備
さ
れ
て
き
て
お
り
、
我
が
国
の

交
通
の
大
動
脈
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
道
路
は
、
日
常
生
活
は
も
ち
ろ

ん
、
業
務
や
観
光
な
ど
様
々
な
目
的
で
利
用

さ
れ
て
い
て
、
中
に
は
代
替
路
線
の
な
い
区

間
や
、
水
道
、
電
気
、
通
信
設
備
な
ど
が
設

置
さ
れ
、
地
域
の
生
活
基
盤
と
し
て
機
能
し

て
い
る
道
路
も
あ
る
。
災
害
発
生
時
に
、
こ

れ
ら
の
道
路
の
機
能
が
長
時
間
に
わ
た
り
停

止
し
た
場
合
に
は
、
社
会
経
済
活
動
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
復
旧
に
も
支
障
が
生
じ

る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の

道
路
を
管
理
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
が

果
た
す
役
割
と
道
路
を
管
理
す
る
責
任
を
再

認
識
す
る
と
と
も
に
、
事
業
継
続
へ
の
取
組

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
そ
し
て
イ
ザ
と
い
う
時
に
慌
て
る
こ
と

が
な
い
よ
う
教
育
や
訓
練
を
実
施
し
定
期

的
な
点
検
や
見
直
し
を
行
い

事
業
継
続
能

力
を
一
層
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
ろ
う
備
え
あ
れ
ば
患
え
な
し
で
あ
る
。

も
、
取
引
先
を
は
じ
め
、
社
内
外
の
利
害
関

係
者
か
ら
、
重
要
な
事
業
の
継
続
ま
た
は
早

期
の
復
旧
を
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
利
害
関
係
者
の
ニ
ー
ズ
と
期
待
を

十
分
に
認
識
し
、
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｂ
Ｃ
Ｍ
）
を
積
極
的
に
経
営
戦
略
に
反
映

す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｍ
は
、
社
会

や
地
域
に
お
け
る
企
業
・
組
織
の
責
任
の
観

点
か
ら
も
必
要
と
認
識
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｍ
は
単
な
る
計
画

で
は
な
く
継
続
的
な
取
組
で
あ
り
、
企
業
・

組
織
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
継
続
的

自
然
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
。

日
本
列
島
周
辺
は
、
地
球
を
覆
っ
て
い
る
プ

レ
ー
ト
の
う
ち
四
つ
が
重
な
り
合
う
境
界
に

位
置
し
た
地
震
多
発
地
帯
で
あ
り
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直
下
地
震
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
で
も
有
数

な
火
山
列
島
で
も
あ
る
。
昨
年
９
月
に
起
き

た
、
御
嶽
山
の
突
然
の
噴
火
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

内
閣
府
の
事
業
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

る
と
、
企
業
・
組
織
は
、
様
々
な
危
機
的
な

発
生
事
象(

イ
ン
シ
デ
ン
ト)

に
直
面
し
て

こ
の
頃
、
自
然
災
害
の

発
生
が
相
次
い
で
い
る
。

も
と
よ
り
日
本
は
、
自
然

災
害
の
多
い
国
で
は
あ

る
。
そ
れ
は
、
国
土
の
ほ
と
ん
ど
が
温
帯
に

属
す
る
島
国
で
あ
る
関
係
か
ら
天
気
の
変
化

が
大
き
く
、
気
象
、
地
形
、
地
質
等
が
極
め

て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て

い
る
。
毎
年
の
よ
う
に
地
震
、
水
害
、
土
砂

災
害
等
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
特

に
近
年
は
、
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
言
わ
れ

て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
局
地
的
な

大
雨
や
台
風
の
大
型
化
が
目
立
ち
、
こ
れ
ら

に
よ
る
大
規
模
な
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
が

多
発
し
て
い
る
。
我
が
国
で
は
古
来
よ
り
こ

れ
ら
の
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
災
害

を
予
知
す
る
こ
と
わ
ざ
が
全
国
各
地
で
数
多

く
伝
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
一
方
で
、
日
本
に
は
「
天
災
は
忘
れ

た
頃
に
や
っ
て
来
る
」
と
の
警
句
も
残
さ
れ

て
い
る
。
未
曾
有
の
被
害
を
出
し
た
東
日
本

大
震
災
は
、
平
成
23
年
の
発
生
か
ら
４
年
近

く
が
過
ぎ
、
人
々
の
震
災
へ
の
意
識
が
少
し

ず
つ
薄
れ
て
い
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

備
え
あ
れ
ば
患
え
な
し

【応募方法】

１人何作品でも応募可能。

◇はがきによる応募の場合

はがきに、標語と必要事項〔氏名とフリガナ、住所、電話番号、性

別年齢応募部門の別〕及びアンケート（何を見て応募したのか（回

答は任意。））を記載のうえ、郵送。

（郵送先）

〒100-8918 東京都千代田区霞が関2-1-3

国土交通省道路局道路交通管理課 標語担当あて

◇電子メールによる応募の場合

①電子メール本文に、標語と必要事項〔氏名とフリガナ、住所、電話

番号、性別、年齢、応募部門の別〕及びアンケート（回答は任意）

を記載のうえ、fureaigekkan-h2x5@mlit.go.jpに送信。

②国土交通省ホームページの応募様式に記入の上、電子メールに添付

して応募することも可能。

◇小学校・中学校単位での応募の場合（学年・クラス単位含む）

①小学生・中学生については、学校単位での応募が可能。学校単位で

作品をとりまとめのうえ、封書にて郵送。

②国土交通省ホームページの応募様式に記入の上、電子メールに添付

して応募することも可能。

※応募作品の返却はしない。

※入賞作品の著作権は主催者に帰属する。

全国の道路関係者が道路の行政、建設、維持

管理、都市計画、道路交通等について研究を発

表し、意見交換をする我が国最大の会議。

詳細は決定次第ウェブサイトに掲載。また、

平成27年３月頃、論文募集を予定。

【関係機関のＣＤＰ対象プログラム】

道 路 ニ ュ ー ス（ 3） 平成２７年２月１５日 （平成２７年２月号） （第 3種郵便物認可） 第543号


